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研究成果の概要（和文）：多様な教育・支援ニーズがあり、勉学や部活動などで多忙な吃音のある中学・高校生の実情
にあった教育・支援方法について、（a）「吃音のある中高生のつどい」の実施、（b）「吃音スタディーブック中高生
版」の開発をした。「吃音のある中高生のつどい」は勉学や部活動などの影響が最小限となる夜間や休日に、2014年度
に6回、2015年度に5回実施し、毎回1～7名の参加があった。「吃音スタディーブック中高生版」は、中高生が興味を持
って取り組めるように、タブレット端末などを用いるマルチメディア自学教材とし、吃音の基礎知識クイズ、吃音動画
クイズ、吃音の中高生へのメッセージ（吃音との付き合い方の提案）で構成された。

研究成果の概要（英文）：We developed an education program tailored for students who stutter in junior and 
senior high school that are busy with studies and club activities. The program consisted of two 
sub-programs: (a) meetings for junior and senior high school students who stutter, and (b) providing 
stuttering study books to such students. Eleven meetings were held at night, or on holidays, so as not to 
impose restrictions on the students’ regular schedule (6 times in 2014 and 5 times in 2015 school 
years). One to seven students participated in each meeting. The stuttering study book consisted of 
multimedia-teaching material running on a tablet computer, which included basic knowledge quizzes about 
stuttering, a stuttering video quiz, and a message to teenagers that stutter, including suggestions on 
how to cope with stuttering.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 吃音　中高生　通級による指導　マルチメディア教材

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 吃音は、学齢期以降で人口の約 1％を占め
る、出現頻度の高い言語障害である（Guitar, 
2014）。吃音の問題は、言語面の問題（ども
ってうまく話せない）にとどまらず、心理的
な問題（話すことやコミュニケーションに対
する不安や自尊感情の低下等）、社会生活面
の問題（授業の発表や友人関係構築、進学・
就職時の面接試験の困難等）等、吃音がある
人の生活に様々な形で困難をもたらすこと
が指摘されている（小林, 2014）。また、吃音
は小学校中学年から中学・高校の時期にかけ
て、進展（悪化）しやすいことが指摘されて
おり（Guitar, 2014）、吃音がある人の体験談
等で「中学・高校生（以下、中高生）の時期
が人生の中でもっとも辛い時期だった」と述
懐しているものが少なくない（全国言友会連
絡協議会, 2002）。 
 我が国における吃音がある中高生に対す
る臨床は、公立中学校に設置されている言語
障害通級指導教室（ことばの教室）、もしく
は言語聴覚士がいる病院等が担当すること
になっている。しかし、ことばの教室におい
ても、病院においても吃音がある中高生に対
する臨床は極めて貧弱であり（小林ら, 2013; 
原ら, 2009）、吃音にまつわる様々な問題が深
刻化していることが少なくない中高生の実
状に合わせた臨床方法の開発・検証はほとん
ど行われていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、上述した現状を鑑み、吃音が
ある中高生の実状にあった教育・支援方法を
模索することとした。 
 具体的には、吃音がある中高生の実状とし
て、（a）前述したように言語面、心理面、社
会生活面等の様々な領域に渡る多様な教
育・支援ニーズがある、（b）勉学や部活動等
で多忙な生活を送っており、吃音問題改善の
ために十分な時間と労力を必ずしも十分に
割くことが出来ない点を考慮し、（1）授業や
部活動などの学校生活への影響が最小限と
なる夜間や休日に行う「吃音のある中高生の
つどい」の実施、（2）ことばの教室等への通
所を必要としないマルチメディア自学教材
である「吃音スタディーブック中高生版」の
開発を行い、双方の利点や問題点等を検証す
ることとした。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）「吃音のある中高生のつどい」の実施 
 
 勉学や部活動などで多忙で、通級指導に通
うことが難しい中高生の実情を考慮し、部活
動などが終わった夜間（19:00〜21:00）や休

日・長期休業期間に、2013 年度に 6回、2014
年度に 5 回の計 11 回を実施した。つどいの
募集は、近隣のことばの教室や言語聴覚士の
いる病院への案内チラシの配布と筆者の開
設するホームページにて行った。つどいのス
タッフは、筆者の他、現職通級指導教室教員
やセルフヘルプグループに所属する吃音当
事者、大学生が担当した。つどいは、アイス
ブレーキング（30 分程度）、吃音の話し合い
や学習（45 分程度）から構成された（表 1）。
また、つどい終了後に 30 分程度、保護者と
筆者とで懇談を行った。保護者と筆者との懇
談の間、参加者はスタッフとして参加してい
る現職通級指導教室教員や吃音当事者、大学
生と懇談をして過ごした。 
 
表 1 つどいの概要 

回 
参 加
者 

アイスブレー
キング 

吃音の話し合
いや学習 

2013 年度（6回） 

1 4 名 

自己紹介、同じ
ところ当てゲ
ーム、ジェスチ
ャーゲーム 

吃音で困るこ
とと切り抜け
方、吃音のカミ
ングアウト 

2 5 名 
サイレント自
己紹介、あなた
はどっち など 

吃音 Q and A、
吃音で困った
こと発表 

3 3 名 
話し言葉を使
わないコミュ
ニケーション 

吃音クイズ（吃
音スタディー
ブック） 

4 7 名 
うきうきクッ
キング（ピザと
プリン作り） 

吃音で困るこ
と発表、吃音当
事者への質問 

5 1 名※ 将棋対決 

吃音の中高生
へのメッセー
ジ（吃音スタデ
ィーブック） 

6 3 名 
他己紹介、好き
なメニューは? 
その 1 

吃音当事者の
中高生の時の
話を聞こう 

2014 年度（5回） 

7 2 名 
好きなメニュ
ーは? その 2 

小林の吃音半
生記 1、吃音の
ある人のため
の法律を作ろ
う 

8 3 名 
好きなメニュ
ーは? その 3 

小林の吃音半
生記 2、吃音当
事者への質問 

9 3 名 
「みんなが◯」
を探そう 

カードトーク 

10 1 名※ おしゃべり 
すごく! すご
ろく 

11 6 名 
あなたはどっ
ち?、一人の質
問を考えよう 

新学期の不安
と悩み 

※ 悪天候のため、キャンセルが相次ぎ 1名の
参加となった。 

 
 



（2）「吃音スタディーブック中高生版」の開
発 
 
 国内外の吃音のある子どもや成人向けの
ホームページや自学教材（ワークブックな
ど）、吃音以外の障害（発達障害など）のあ
る子ども向けの自学教材を参考に、項目や内
容を設定した。作成にあたっては、吃音のあ
る中高生がかかえる多様な問題の一つ一つ
について、わかりやすく、かつ楽しく理解と
問題解決のための取り組みができるような
内容となるようにこころがけた。また、吃音
の言語症状や、吃音が出にくい話し方のデモ
ンストレーションなど、音声・映像情報を盛
り込んだ。さらに、操作の容易性や中高生の
関心を引きつけるために、タブレット端末な
どを用いて操作できるようにした。 
 作成した教材は、「吃音のある子どものつ
どい」で試用し、つどいに参加した子どもか
ら内容や構成などについての意見を求めた。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）「吃音のある中高生のつどい」の実施 
 
 ① 参加者 中学生男児（2013年度2年生、
2014 年度 3年生）3名が部活動や受験を控え
た時期を除いたほぼすべての回に継続して
参加した。また、1〜3 回程度の回にのみ参加
した中高生もいた。参加回数が少ない中高生
の中には、部活動や受験があったり、遠方（つ
どい実施場所から 300km 超）に住んでいたり
するために、参加したくてもできない人がい
た。 
 
 ② アイスブレーキング 今回実施したつ
どいは 2〜3 月毎に開催され、毎回参加者の
入れ替えもあったため、参加者の緊張をほど
き、参加者同士の交流を深めるアイスブレー
キングの活動は、その後の吃音についての話
し合いや学習を円滑に進める上でも不可欠
な活動であった。第 1回のつどいでは、参加
者全員の前での自己紹介を行ったが、参加者
の中に、自己紹介に苦手意識を持つ者が少な
くなかったことから、第 2回以降は、サイレ
ント自己紹介（発話はせずに、名前や学校名、
学年などが書かれた紙を見せる）、他己紹介
（参加者とペアとなったスタッフに名前や
学校名、趣味などを伝え、ペアとなったスタ
ッフが全体に紹介する）など、全体の前で発
話しなくてもすむ活動にした。また、ゲーム
についても、発話へのプレッシャーやストレ
スを減らすために、ジェスチャーゲームなど
の発話を伴わないものや、同じところ探し
（ペアの相手との共通点をできるだけ多く
見つける）、好きなメニューは?（参加者を 2
チームに分け、チーム対抗で、メニュー表か
ら相手チームの好きなメニューを探り、言い
当てる）など少人数で行うものにした。 

 
 ③ 吃音についての話し合いや学習 （a）
自身の吃音の状態や困難を話す（吃音で困る
ことと切り抜け方、吃音のカミングアウト、
吃音のある人のための法律を作ろう、新学期
の不安と悩みなど）、（b）吃音や基本知識や
改善法を学ぶ（吃音 Q and A、吃音クイズ、
吃音の中高生へのメッセージなど）、（c）成
人の吃音当事者と関わる（吃音当事者の中高
生の時の話を聞こう、小林の吃音半生記、吃
音当事者への質問など）、などの活動を行っ
た。（a）では、（1）事前にワークシートに話
す内容をまとめる、（2）吃音当事者である小
林や言友会会員が、発話の口火を切ったり話
がゆきづまった時に発言したりするなど、話
し合いの調整役を担った。中高生の中には、
吃音による話しにくさだけでなく、人前が苦
手なことや本心を話すことへのためらいや
抵抗から、積極的に発言できない者もいた。
しかし、そのような中高生も、ワークシート
に書かれたことの具体的な説明の求めに応
じたり、吃音当事者や他の中高生の発言に続
けて自身の体験や考えを話したりする様子
が見られた。（b）では、マルチメディア教材
の吃音スタディーブックを活用した。（c）で
は、スタッフとして参加した成人の吃音当事
者に、現在の吃音の状況や、中高生の時の様
子、吃音のある中高生へのメッセージなどを
話してもらったり、参加者からの質問に答え
てもらったりした。参加者は、成人の吃音当
事者が、吃音がありながらも、意欲的に仕事
に取り組んだり、充実したプライベートを過
ごしたりしていることに安心した様子を示
していた。また、自身の吃音の悩みを成人の
吃音当事者に積極的に相談する姿も見られ
た。 
 
 ④ 保護者と懇談中の雑談 活動が終わっ
た安堵感からか、つどいの活動中にあまり発
言がなかった中高生からも活発な発言があ
り、和やかな雰囲気となっていた。 
 
 ⑤ アンケート 中高生、保護者とも、概
ね高い満足度であった。保護者からは、「吃
音について話ができる場があるということ
が、拠りどころ、安心感となり、普段の生活
にも良い影響があると思う」などの感想があ
った。 
 
 ⑥ まとめ 毎回継続的に参加した中高生
がいたこと、アンケートで中高生、保護者双
方の満足度が高かったことから、つどいを通
した吃音のある中高生への支援には一定の
意義と効果があると考えられた。活動をする
際には、吃音や発話に対する抵抗を和らげる
工夫や、中高生の関心を引く活動や教材の準
備を行うとともに、中高生同士の親睦を深め
る雑談などの時間を確保する必要があると
考えられた。 
 



（2）「吃音スタディーブック中高生版」の開
発 
 
 吃音の基礎知識や吃音の話し方、吃音のあ
る有名人、吃音の捉え方の提案などの内容で
構成された「吃音クイズ」と、スピーチセラ
ピーや吃音の心理面への対処、環境調整の紹
介、吃音に関するよくある質問とその回答集
などの内容で構成された「吃音のある中高生
へのメッセージ」の 2 の教材を作成した（表
2）。 
 作成したスタディーブックは、吃音のある
中高生のつどいの吃音についての話し合い
や学習を行う際に使用した。スタディーブッ
クを実施している際の参加者の反応やアン
ケートの回答は概ね良好であった。参加者の
中には、吃音の基本的な知識（たとえば、吃
音のある人の人口に占める比率など）が不十
分だったり、吃音の言語症状の重症度を誤っ
て認識（たとえば、力の入らない軽い繰り返
しを力の入った阻止よりも悪化していると
捉えるなど）したりする者がいたが、スタデ
ィーブックを通して正しい知識を学ぶこと
ができた。 
 
表 2 スタディーブックの内容 
吃音クイズ 

◯×クイズ 

吃音の基礎知識（出現率、
吃音にまつわる誤った認
識、吃音の出やすい場面、
発吃時期） 

動画クイズ 

吃音の話し方（繰り返し、
引き伸ばし、阻止）、吃音
の重症度と口腔や体の力
の入り具合との関係 

吃音のある有名
人クイズ 

吃音のある有名人にまつ
わるクイズ 

◯×クイズ Part 
2 

吃音が悪いことやいけな
いことではないことにつ
いて、吃音の予後、吃音
の捉え方の提案 

吃音のある中高生へのメッセージ 

吃音への対処法
の提案 

スピーチセラピー、吃音
の心理面への対処、環境
調整の紹介、吃音の問題
は年齢を経るについて軽
くなることが多いことに
ついて、吃音があっても
話すことを避けないこと
が大切なことについて 

吃音 Q and A 吃音に関するよくある質
問とその回答集 

 
 スタディーブックは、今後、筆者のホーム
ページ（吃音ポータルサイト http://www. 
kitsuon-portal.jp）で公開し、吃音のある中
高生が活用できるようにする予定である。 
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